
昭
和
四
年
九
月

十
八
日
未
明
の

浅
間
山
噴
火
に
就
て

長
野
測
候
所
長

梶ー

円
4
』;

 

戸
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と
多
分
'
重
複
し
な
い
地
動
の
方
面
を
主
と
し
乙
れ
に
報
告
未
済
の
雑
件
を
附
す
る
。

今
岡
の
噴
火
に
就
て
は
中
央
気
象
墓
で
も
石
川
技
手
の
詳
細
な
御
調
査
も
あ
る
様
で
あ
る
か
ら
‘
本
文
に
於
て
は
乙
れ

地
動
観
測
の
由
来
と
観
測
所
の
位
置

浅
間
山
の
地
動
観
測
は
明
治
四
十
三
年
九
月
(
二
十
一
日
か
ら
翌
月
三
日
迄
)
震

災
深
防
調
査
舎
の
大
森
博
士
が
湯
の
平
の
火
山
館
(
今
日
の
火
山
観
測
所
の
北
東
約
三

O
O
米
)
に
於
て
描
針
倍
率
百
倍

の
筒
草
微
動
計
を
以
て
観
測
芯
れ
し
に
始
ま

b
.
其
の
後
同
命
日
と
長
野
測
候
所
と
の
共
同
事
業
と
し
て
笠
岡
明
治
四
十
四
年

一
河
九
日
よ

b
同
三
月
五
日
迄
中
腹
芦
の
平
に
℃
、
叉
同
年
六
月
二
十
五
日
よ

b
同
八
月
二
十
六
日
迄
再
び
湯
の
卒
で
観

測
を
行
っ
た
。
此
の
年
火
山
観
測
所
の
新
築
が
成
っ
た
の
で
同
二
十
六
日
以
後
は
乙
の
茶
成
し
た
新
観
測
所
に
於
て
簡
単

微
動
計
の
外
倍
率
百
五
十
倍
の
微
動
計
(
東
西
分
動
、
だ
け
)
共
他
を
据
付
け
て
観
測
を
開
始
し
、
爾
後
毎
年
五
月
か
ら
十

査
舎
の
欧
文
紀
要
第
六
舟
及
第
七
舟
に
接
表

3
れ
て
居
る
。

月
迄
六
箇
月
間
観
測
を
質
施
し
て
大
正
十
三
年
に
及
ん
、
た
。
乙
れ
等
の
観
測
結
果
の
中
大
正
五
年
迄
の
分
は
震
災
珠
防
調

大
正
十
二
年
に
冬
季
間
の
観
測
所
と
し
て
山
麓
に
追
分
観
測
所
が
出
来
ョ
山
上
の
火
山
観
測
所
と
略
同
様
に
微
動
計
1

筒

一
四
五
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付
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年
以
後
は
長
野
測
候
所
草
抑
制
で
観
測

に
常
ず
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
乙
と
に

な
っ
た
り
で
吋
結
局
山
麓
追
分
の
観

五
十
五
年
は
入
、
九
の
二
箇
月
)
毎

年
山
上
の
観
測
所
で
観
測
を
行
ム

と
と
が
で

.3
た
の
で
あ
る
。

乙
の
大

正
十
五
年
以
来
の
夏
季
三
箇
月
の
山



上
、
山
麓
の
並
行
観
測
に
ょ
っ
℃
火
山
地
震
が
雨
地
に
於
℃
如
何
に
遣
っ
℃
現
れ
る
か
、
遠
地
の
地
震
が
雨
地
に
如
何
ー
に

a

遠
つ
で
戚
ぜ
ら
る
る
か
巳
路
明
か
に
夜
、
っ
た
が
下
乙
れ
は
叉
他
の
機
含
'
に
一
議
b
，
此
慮
で
は
今
同
の
噴
火
前
の
微
震
に
限

る
乙
と
、
す
る
。

各
観
測
所
の
位
置
は
第
一
固
に
一
不
す
遁
b
で
!
大
正
元
年
測
面
陸
地
測
量
部
の
地
闘
に
擦
れ
ば
噴
火
口
の
中
心
は
来
径

一
三
八
度
三
一
分
，
北
緯
三
六
度
二
四
分
，
山
頂
の
海
抜
は
二
五
四
二
米
で
あ
る
。
山
上
の
火
山
観
測
所
(
来
径
一
三
八

度
三

O
分
、
北
緯
三
六
度
二
四
分
)
は
火
口
の
・
中
心
か
ら
・
一
雨
六
入
度
西
に
営
b
二
六

O
O
米
の
距
離
に
あ
i
y
・
海
抜
一
九
四

七
米
で
あ
る
か
ら
山
頂
よ

b
五
九
五
米
低
い
。
叉
山
麓
の
追
分
支
所
(
束
径
一
三
八
度
三
三
分
，
北
緯
一
ニ
ム
ハ
皮
二

O
分
)

の
火
口
中
心
か
ら
南
一
九
度
末
七
四

O
O
米
の
距
離
に
あ
'
夕
、
海
抜
九
九
九
米
で
あ
る
か
ら
山
頂
よ

b
低

3
乙
と
一
五
四

三
米
で
火
口
中
心
か
ら
山
上
の
火
山
観
測
所
と
山
麓
の
追
分
支
所
と
に
引
い
た
直
線
(
の
水
平
面
へ
の
射
影
)
は
路
直
角

を
な
す
之
と
に
な
る
。

今
年
山
上
の
火
山
観
測
所
に
据
付
け
た
も
の
は
大
森
式
の
微
動
計
(
振
子
の
目
方
六

oh.
描
針
倍

率一一-一

0
・
週
期
一
三
秒
)
で
乙
れ
に
よ

b
来
西
分
動
を
'
記
録
し
た
。
乙
の
外
七

O
倍
の
簡
単
微
動
計
を
用
ひ
た
が
今
は
一

乙
れ
に
燭
れ
な
い
乙
と
に
す
る
。
消
息
分
支
所
の
微
動
計
は
山
上
の
と
大
差
な
く
唯
描
針
倍
率
が
一

O
O
で
あ
る
。

山
上
の
火
山
観
測
所
で
は
七
月
↓
日
に
観
測
を
開
始
し
だ
が
、
浅
間
山
か
ら
殺
し
た
火
山
性
の
無
戚
由
党
微
震
は
七
月
上

噴
火
前
の
微
震

句
人
向
、
中
旬
三
向
、
下
句
無
し
・
、
八
月
上
旬
二
同
、
中
句
無
し
、
下
旬
一
問
、
だ
け
で
あ
っ
た
。
九
月
比
至
b
五
日
一
六
時

四
七
'

， 



l四

i¥. 

三
五
分
五
三
秒
に
弱
震
(
m
m
)
が
あ
っ
た
。
後
日
の
調
査
に
よ
れ
ば
乙
の
地
震
は
山
麓
地
方
で
は
総
て
無
戚
受
で
予
追
分
支

所
で
は
東
西
動
最
大
会
振
幅
六
四
「
ミ
ク
ロ
ン
L

で
あ
っ
た
が
山
上
で
は
凡
そ
三
三

O
「
ミ
ク
ロ
ン
」
に
注
し
た
。
乙
の

地
震
の
後
同
日
二
三
時

O
二
分
O
四
秒
に
無
戚
莞
微
震
が
あ

b
E
叉
六
日
.
七
日
.
十
二
日
、
十
三
日
に
も
各
一
同
の
無

戚
受
微
震
が
あ
っ
た
が
、
十
五
日
に
至
っ
て
微
震
同
教
は
著
し
く
増
加
し
て
、
三
時
二
七
分
か
ら
二
三
時
五

O
分
迄
の
問

そ
の
数
一
九
同
の
多
主
に
建
し
た
。
五
日
二
三
時
過
ぎ
の
微
震
と
乙
の
五
日
に
現
れ
た
も
の
九
大
部
分
と
は
可
な

b
額
著

な
も
の
で
、
会
振
幅
の
大
な
る
も
の
は
三
四
?
ミ
ク
ロ
ン
」
に
達
し
、
之
の
外
会
振
幅
の
一

0

7ミ
ク
ロ
ン
」
以
上
の
も

の
三
あ
h
J
，
山
麓
追
分
に
於
℃
も
そ
の
大
部
分
の
記
録
さ
れ
て
居
る
之
と
次
表
の
遁

b
で
あ
る
。
十
六
日
は
微
震
の
同
数

務
減
じ
た
る
も
命
ほ
一
一
同
を
算
し
振
幅
は
何
れ
も
小
で
五
「
ミ
ク
ロ
ン
」
を
超
え
な
い
。
十
七
日
は
微
震
の
数
は
吏
お

減
じ
六
回
と
な
っ
た
が
振
幅
は
前
日
に
比
し
却
っ
て
幾
分
増
大
し
た
。

乙
の
外
十
七
日
の
記
象
紙
に
は
一
時
か
ら
七
時
迄
の
同
に
会
〈
地
震
の
形
態
を
具
備
せ
ゴ
る
極
微
動
が
甚
だ
頻
繁
に
現

れ
何
庭
を
初
、
何
庭
を
終
と
採
っ
て
よ
い
か
判
断
に
苦
し
む
も
の
が
砂
く
な
い
が
、
ゴ
っ
と
数
へ
℃
凡
そ
二
百
同
を
超
え

る
。
之
れ
は
之
の
問
谷
を
停
っ
て
吹
上
げ
る
風
が
烈
し
く
家
屋
を
動
捺
せ
し
め
た
翁
で
火
山
活
動
と
は
直
接
の
関
係
な

3

も
の
で
あ
る
。
斯
く
て
十
八
日
一
時

O
分
二
七
秒
に
至
っ
て
大
噴
火
と
な
っ
た
。
次
に
乙
れ
等
の
噴
火
前
に
現
れ
た
火
山

性
の
地
震
を
山
上
山
麓
封
照
し
て
表
示
す
る
。
山
麓
に
於
て
は
蛍
時
「
タ
イ
ム
チ
ヅ
ク
L

が
甘
く
行
っ
て
居
・
な
か
っ
た
翁

双
方
に
記
録
注
れ
た
も
の
は
山
上
の
後
震
時
を
正
し
き
も
の
と
し
て
乙
れ
の
み
を
採

b
，
山
麓
に
の
み
戚
じ
た
も
の
は
や



む
を
得
一
ず
そ
の
後
震
時
を
採
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た
が
一
一
、
三
分
位
の
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は
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れ
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い
で
あ
ら
う
。
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一
穴
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問
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、
間
二

一
八
、
四
一
二
一
七

二
二
、

O
七
、
間
三

一、

O
八
、
二
七

日

二一一一

一
、
一
四一O

二
五
、

0
0

三
、
八

五、

A

O
、八

九
一
七
、

O
以
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一一一一

一
、
一
五

二
八
、

O
八

一一一、

O

二、

o

七
九

O
、o

乙
の
最
後
.
の
も
の
は
大
噴
火
に
件
ふ
、
地
動
で
あ
る
。

扱
て
斯
く
の
如
き
頻
繁
な
火
山
地
震
は
常
に
噴
火
を
件
ム
か
と
云
ふ
に
必
ず
し
も
然
ら
中
、
大
正
六
年
以
後
同
十
三
年

迄
の
地
動
観
測
の
詳
細
は
後
表
さ
れ
℃
な
い
し
、
明
治
四
十
四
年
か
ら
大
正
二
年
ま
で
は
噴
火
も
微
震
も
甚
だ
し
く
頻
多

で
今
同
と
は
比
較
が
困
難
で
あ
る
。
依
て
大
正
三
年
、
四
年
，
五
年
の
観
測
結
果
に
就
℃
見
る
に
、
大
正
三
年
は
観
測
寅

施
(
五
月
1
1

十
月
)
中
は
微
震
数
一
日
三
向
。
ど
超
え
た
乙
と
な
く
二
同
の
噴
火
も
・
な
か
っ
た
が
、
観
測
を
止
め
℃
後
十
一

月
十
二
日
に
強
く
噴
火
し
、
同
十
五
日
に
も
亦
強
く
噴
火
し
た
。
斯
様
な
誇
で
乙
の
噴
火
の
直
前
に
頻
多
に
地
動
が
現
れ

た
か
ど
う
か
は
知
る
由
も
な
い
。
大
正
四
年
は
前
年
に
比
し
微
震
同
教
は
稿
増
加
し
，
九
月
二
日
に
八
向
、
同
十
九
日
に

は
七
同
観
測
せ
ら
れ
た
且
つ
乙
の
頃
有
戚
貸
の
微
震
や
弱
震
が
幾
同
も
あ
か
っ
た
が
、
途
に
一
同
の
噴
火
も
・
な
か
っ
た
。

大
正
五
年
に
は
微
震
は
相
営
に
あ
っ
℃
殊
に
九
月
と
十
月
の
前
宇
と
は
最
も
多
く
、
そ
の
中
九
月
四
日
に
二
十
六
同
.
十

か
っ
た
の
で
あ
る
。
今
同
の
九
月
五
日
の
弱
震

月
五
日
に
は
三
十
八
同
の
無
戚
受
微
震
を
観
測
し
た
が
‘
共
の
後
大
正
七
年
の
末
に
到
る
迄
訟
に
一
同
の
噴
火
も
起
ら
な

(
弱
)

と
云
ぴ
同
十
五
、

十
七
日
の
移
し
い
微
震
と
云
ひ
今
日

ナ
六
、

か
ら
免
れ
ば
何
れ
も
噴
火
の
前
駆
で
あ
っ
た
と
考
'
へ
ら
れ
、
る
が
、
間
平
に
乙
れ
だ
け
を
以
て
事
前
代
噴
火
を
深
知
す
る
乙
と

一
五



噴
火
器
~
の
気
象

は
末
、
だ
不
可
能
と
一
五
ふ
外
な
い
で
あ
ら
う
。

一
五

日

日
以
来
の
気
象
表
を
掲
げ
る

噴
火
前
の
気
象
要
素
の
援
化
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
は
多
少
興
味
あ
る
乙
と
、
思
ふ
か
ら
次
に
九
月
五

五

日
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一
四
時

七、一
七
、
一

一
回
、
五

七
、
七

表
中
の
気
!璽
は

二
二
時

間
早
に
温
度
の
更
正
の
み
を
施
し
た
値

易

い
事
貨
は

に
知
ら
れ
て
居
る
庭
で
今
向
の
噴
火

般
止

M
U
E

岳
部
悦
溺
吋
一
・

3
自

給

一
五
回

A l!.-L) 

七七

00  

八九

で
あ
る
。
火
山
の
大
噴
火
や
炭
坑
の
爆
殺
が
高
気
回
世
の
時
'
に
起

b

も
亦
高
気
摩
中
に
於
℃
起
っ
た
。
高
山
の
頂
で
は
下
界
に
於
け
る

桧

山

富



程
に
は
気
一
魅
の
遜
化
が
大
主
く
な
い
が
そ
れ
で
も
高
気
座
中
に
於
℃
は
相
官
の
上
卦
を
見
る
乙
と
が
此
の
表
並
に
第
二
回

の
遁
b
で
あ
る
。
固
に
於
℃
噴
火
の
空
気
振
動
の
翁
め
に
起
っ
た
自
記
晴
雨
計
の
ペ
ン
は
約
一

O
粍
の
上
卦
と
三
粍
の
下

降
と
を
一
不
す
c

何
れ
が
先
で
あ
っ
た
か
は
乙
れ
、
だ
け
で
は
分
明
し
な
い
が
上
井
の
方
が
先
で
あ
っ
た
ら
う
と
一
五
ふ
乙
と
は

破
れ
た
硝
子
が
悉
く
屋
内
に
落
ち
、
折
損
し
た
戸
や
障
子
が
皆
屋
内
に
向
っ
て
外
れ
た
ら
倒
れ
た
λ

リ
し
た
乙
と
か
ら
想
像

さ
れ
る
。
追
分
支
所
の
晴
雨
計
室
の
窓
硝
子
(
乙
の
・
窓
は
噴
火
口
に
直
面
し
て
居
る
)
二
枚
は
そ
れ
か
ら
二
間
隔
っ
た
南

側
の
乙
の
室
の
入
口
の
扉
に
打
っ
か
つ
て
落
ち
て
居
た
。
元
乙
の
硝
子
は
床
か
ら
三
尺
位
の
高
主
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る

か
ら
、
そ
の
飛
ん
で
行
っ
た
勢
の
猛
烈
さ
は
凡
そ
乙
れ
で
想
像
で

3
る
で
あ
ら
う
。

温
度
に
つ
い
て
は
格
別
言
及
す
る
事
も
な
い
が
.
只
十
七
日
二
十
時
か
ら
翌
十
八
日
の
六
時
過
ぎ
迄
の
問
に
凡
そ
二
十

分
か
三
十
分
位
の
不
規
則
な
週
期
と
二
度
前
後
の
振
一
怖
と
を
有
す
る
妙
な
援
化
が
縫
い
た
乙
と
は
第
三
国
の
遁
b
で
あ
る

乙
の
妙
な
遜
化
が
噴
火
と
何
等
か
の
関
係
が
あ
る
の
で
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
を
抱
か
れ
た
人
も
あ
る
、
か
同
様
の
現
象

は
此
庭
で
は
高
気
懸
の
夜
間
に
は
乙
れ
迄
も
皮
々
例
の
あ
る
事
で
あ
る
。
例
へ
ば
乙
の
外
に
も
今
年
七
月
の
十
五
日
、
十

六
日
、
廿
三
目
、
廿
四
日
.
廿
九
目
、
八
月
六
日
、
七
日
、
十
二
日
、
九
月
廿
三
日
.
廿
四
日
等
の
晩
に
は
何
れ
も
起
っ

て
居
る
。
そ
の
原
因
に
つ
い
て
は
此
庭
で
は
風
向
風
速
の
不
断
記
録
を
取
っ
て
居
な
い
か
ら
充
分
に
乙
れ
を
つ
き
と
め
る

乙
と
が
で
き
な
い
が
、
自
分
の
考
で
は
斯
様
な
高
気
回
ゅ
の
晩
に
は
膏
火
口
原
た
る
湯
の
卒
に
冷
却
し
た
安
気
が
漸
次
に
溜

っ
て
そ
れ
が
あ
る
程
度
設
で
蓄
積
せ
ら
る
、
を
待
つ
℃
火
口
溺
を
停
ひ
谷
に
下
っ
て
行
く
。
乙
の
時
気
温
は
低
川
慨
に
注
し

乙
れ
が
下
っ
て
し
ま
っ
た
後
は
一
日
一
溢
度
が
上
'
-
夕
、
そ
の
後
冷
気
が
堆
積
す
る
に
つ
れ
温
度
は
又
次
第
に
降
る
。
斯
く
の

一
五
五



一
五
六

如
き
乙
と
が
問
欲
的
に
繰
b
返
さ
れ
る
も
の
で
あ
ら
う
。

次
に
降
水
量
で
あ
る
が
噴
火
前
の
四
日
聞
は
会
く
雨
が
・
な
か
っ
た
が
そ
れ
以
前
は
随
分
降
水
量
は
多
い
。
殊
に
九
日
.

十
日
の
雨
日
に
は
一
七

O
倹
粍
の
降
水
が
あ
っ
た
。
火
口
の
総
面
積
が
約
八
四

0
0
0
平
方
米
で
あ
る
か
ら
火
口
内
に
乙

の
雨
日
に
降
b
込
ん
、
だ
総
量
は
約
一
四

0
0
0
立
方
米
と
な
る
。
火
口
内
の
高
溢
の
震
に
口
底
に
建
せ
ず
し
て
途
中
で
蒸

殺
す
る
も
の
も
可
な

b
の
量
に
な
る
で
あ
ら
う
し
、
口
底
迄
到
達
し
て
そ
乙
で
蒸
援
す
る
畳
は
更
に
多
量
で
あ
ら
う
、
地

下
迄
侵
入
し
て
噴
火
の
勢
力
を
培
養
す
る
も
の
が
あ
っ
た
と
し
て
そ
れ
が
ど
の
位
の
長
に
な
る
か
或
は
火
口
外
に
降
っ
た

雨
が
噴
火
に
役
立
つ
か
は
会
く
見
営
が
つ
か
な
い
。

記
録
に
現
れ
た
る
噴
火
彊
度
の
比
較

れ
ば
次
の
遁

b
で
あ
る
。

明
治
四
十
二
年
一
月
廿
九
日
の
噴
火
鳴
動
(
窓
気
振
動
の
乙
と
な
る
べ
し
)
の
翁
岩
村
田
、
小
諸
.
御
代
田
に
多

少
の
被
害
が
あ
っ
た
と
云
ふ
。
今
同
と
何
れ
が
果
し
て
強
か
っ
た
か
悉
し
い
乙
と
は
判
ら
な
い
が
路
相
似
た
程
度
で
あ

っ
た
が
と
思
は
れ
る
。

同
年
十
二
月
七
日
の
噴
火
山
林
の
焼
失
が
あ

b
北
佐
久
マ
は
一
菅
波
の
翁
硝
子
窓
の
破
損
、
鴨
居
の
墜
落
.
戸
障
子

の
脱
落
等
が
あ
っ
た
と
一
去
ふ
。
山
麓
の
地
方
被
告
の
耗
皮
は
今
岡
と
相
似
て
居
る
。

明
治
四
十
四
年
五
月
八
日
の
噴
火
熔
岩
塊
を
多
量
に
噴
出
し
登
山
者
中
一
人
死
亡
、
御
代
田
、
小
沼
等
で
は
窓
気

波
動
の
翁
天
井
の
落
下
一
、
鴨
居
の
墜
落
二
、
戸
障
子
の
脱
出
六
十
軒
と
云
へ
ば
乙
れ
亦
山
麓
.
地
方
の
被
害
程
度
は
今

明
治
四
十
二
年
以
来
の
噴
火
記
録
に
よ
b
今
同
の
噴
火
の
強
3
の
比
較
を
試
U

。



同
の
と
略
伯
仲
の
間
に
あ
る
。

大
正
二
年
七
月
十
九
日
の
噴
火
、
観
測
所
附
近
に
落
下
し
た
岩
塊
は
地
面
に
径
六
'
尺
の
孔
を
穿
っ
た
と
云
ふ
。
乙
の

黙
は
今
同
の
に
稲
近
い
が
地
動
の
黙
で
は
最
大
会
振
幅
が
一
五
二
「
ミ
ク
ロ
ン
」
で
あ
る
か
ら
此
皮
の
五
分
の
一
に
足

b
な
い
。

同
年
八
月
十
二
日
の
噴
火

観
測
所
の
構
内
に
も
拳
十
八
の
岩
塊
が
落
下
し
.
地
動
の
会
振
幅
は
四
七
三
「
ミ
ク
ロ
ン
」

な
る
故
噴
火
の
強
志
は
恐
ら
く
今
同
の
二
分
の
一
以
下
で
あ
ら
う
。

大
正
十
年
六
月
四
月
の
噴
火

火
山
槻
測
所
に
於
℃
は
気
振
甚
だ
強
く
自
記
晴
雨
計
の
記
録
は
十
二
粍
の
土
井
と
十

五
粍
の
下
降
と
を
一
不
し
事
務
室
の
硝
子
障
子
は
骨
子
諸
共
破
壊
せ
ら
れ
し
も
の
四
五
箇
所
、
墓
所
入
口
の
堅
固
な
る
板

戸
は
二
つ
に
折
れ
た
A
Y

と
云
へ
ば
乙
れ
等
の
結
よ
'
り
す
れ
ば
今
向
よ
b
一
層
強
か
ら
し
も
.
岩
石
地
出
距
離
は
今
同
と

客
伯
仲
し
、
大
な
る
岩
塊
を
多
数
噴
出
せ
る
乙
と
弘
、
山
麓
地
方
の
気
振
に
よ
る
被
害
と
は
今
同
の
方
稿
大
な

b
と
認

め
ら
る
。
地
動
の
最
大
会
振
幅
は
叫
七
九
ア
ミ
ク
ロ
ン
」
で
あ
る
か
ら
今
岡
の
八

O
O
「
ミ
ク
ロ
ン
」
以
上
な
る
民
比

し
凡
そ
二
分
の
一
程
度
で
あ
る
。
以
上
の
諸
勅
を
綜
合
し
た
・
な
ら
ば
噴
火
の
会
勢
力
は
今
同
の
方
が
和
大
な
λ

リ
〉
一
見
る

が
至
営
で
あ
ら
う
~υ

斯
く
見
ホ
ゆ
れ
ば
過
去
二
十
年
間
の
浅
間
山
噴
火
に
於
て
今
同
と
大
健
同
耗
度
の
も
の
は
二
三
認
め
ら
る
、
も
乙
れ
以
上

強
烈
な
噴
火
は
乙
れ
を
求
む
る
乙
と
が
で

3
な
い
。
地
動
振
帆
の
大
な
る
姑
に
於
て
は
今
同
の
も
の
が
従
来
創
刊
測
S
れ

一
五
七
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一
五
八

た
も
の
、
中
最
大
な
る
も
の
で
あ
る
。

観
測
所
附
近
の
落
下
岩
石
並
に
寝
員
説
明

火
口
の
西
南
西
二
六

0
0
米
に
あ
る
火
山
観

測
所
附
近
に
落
下
し
た
岩
石
に
つ

3
主
と
し

て
堤
、
波
透
雨
技
手
の
調
査
に
基
づ
い
て
述

べ
る
。
第
四
聞
は
乙
の
附
近
内
落
下
岩
石
の

分
布
と
乙
れ
に
よ
っ
て
地
面
に
穿
た
れ
た
穴

の
大
さ
の
航
路
と
を
一
不
す
。
問
中
山
は
径
六

O
糎
前
後
も
の
ら
し
く
、

乙
れ
に
よ
っ
て
穿

れ
た
穴
の
径
は
南
北
六
米
東
凶
六
、
七
米
深

S
一
、
八
米
、
終
日
湯
気
を
立
て
、
居
た
。
此

の
外
は
何
れ
も
三

O
乃
至
五

O
糎
位
の
径
を

有
す
る
も
の
と
思
は
れ
る
、
が
、
そ
の
大
部
が

地
中
に
埋
れ
て
ほ
ん
の
一
部
、
だ
け
が
面
を
出

し
て
居
る
も
の
、
破
」
接
し
て
そ
の
一
部
分
は



飛
散
し
去
っ
た
も
の
等
が
多
く
大
・
さ
の
測
定
は
仲
々
困
難
で
あ
る
。
仰
の
穴
は
径
四
、
二
米
深
さ
一
、
三
米
、

m
m
w
の
穴

は
共
に
一
米
内
外
の
径
を
有
し
向
は
そ
の
北
方
屋
根
に
蛍
っ
て
そ
乙
か
ら
飛
び
来
っ
た
も
の
、
だ
と
云
ム
。
叫
は
穴
の
径
約

四
米
、
深
志
一
米
、

mwは
穴
の
径
約
三
米
、
向
は
露
場
内
に
落
下
し
た
拳
大
の
石
で
乙
れ
は
地
に
-m
ハ
を
穿
つ
に
は
至
ら
な
か

っ
た
。
無
線
電
信
の
め
や
一
中
線
に
営
っ
て
乙
れ
を
切
断
し
た
の
が
乙
の
岩
石
で
あ
ら
う
。
第
五
闘
は
乙
の
山
間
穴
を
南
南
西

か
ら
見
た
も
の
、
潟
異
の
上
端
中
部
品
曜
に
僅
か
に
観
測
所
の
木
柵
が
見
え
そ
の
右
の
端
に
迭
に
火
山
館
を
望
な
。

湖
測
所
の
南
約
一

O
O
米
に
コ
一
年
耗
前
に
建
て
ら
れ
た
放
合
峰
の
小
屋
と
一
広
ふ
の
が
あ
る
。
此
庭
は
安
会
地
帯
、
だ
と
一
五

っ
て
登
山
客
の
吸
牧
に
努
め
て
居
る
が
、
乙
の
安
全
地
帯
の
北
附
か
ら
僅
か
二
米
程
の
彪
に
径
四
、
五
十
糎
位
か
と
思
は
る

る
岩
石
が
落
下
し
て
南
北
四
、
三
米
東
西
四
、
六
米
の
大
穴
を
穿
ち
岩
石
の
破
片
と
土
砂
と
を
小
屋
の
屋
根
に
打
掛
け
た

光
景
は
第
六
回
に
示
す
。
丁
度
乙
の
大
穴
の
す
ぐ
内
に
小
屋
の
主
人
は
寝
て
居
た
の
、
芦
と
云
ふ
。
乙
の
小
屋
の
南
東
六
米

許
b
の
庭
に
も
一
岩
石
の
降
下
し
た
も
の
が
あ
っ
た
。
渡
透
技
手
が
後
に
調
べ
た
所
で
は
火
山
館
以
下
牙
山
の
麓
、
峯
の

小
屋
附
近
観
測
所
の
北
西
崖
下
を
含
hu
区
域
内
に
於
て
目
ぼ
し
い
岩
石
の
降
下
四
十
を
算
し
た
と
云
ふ
。
火
山
館
で
は
拳

大
の
石
が
二
箇
屋
根
を
貫
清
一
し
た
が
そ
の
北
側
六
米
ば
か
ら
の
い
混
と
更
に
も
少
し
距
っ
た
庭
と
に
可
な

b
の
大
物
が
落
ち

て
居
'
り

J

東
側
少
許
の
庭
に
乱
数
筒
落
下
し
た
も
の
が
あ
っ
た
。

第
七
回
は
湯
の
卒
に
落
下
し
た
岩
石
の
中
で
二
番
目
に
大
き
な
も
の
で
あ
る
。
高
芯
二
米
弱
周
国
六
、
二
米
噴
火
蛍
日

の
午
前
十
時
頃
三
人
掛

b
で
巻
尺
を
以
て
測
っ
た
が
岩
石
の
高
熱
の
翁
尺
度
が
焼
け
そ
う
な
の
で
大
念
ぎ
で
手
早
く
測
っ

一
五
九



一
六

O

た
も
の
で
あ
る
。
場
所
は
火
山
館
の
北
方
二

O
O
米
許

b
の
庭
.

一
度
前
掛
山
の
山
麓
に
近
い
傾
斜
面
に
段
下
し
て
そ
乙

か
ら
轄
落
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
八
回
、
第
九
国
は
前
掛
山
と
剣
ガ
峯
と
の
中
間
天
狗
の
露
路
と
得
す
る
場
所
に
落
下
し

た
岩
石
の
穿
っ
た
大
穴
、
第
十
同
第
十
一
一
同
は
問
所
附
近
の
降
下
岩
石
の
翁
薙
倒
ぷ
れ
た
溶
葉
松
林
で
あ
る
。

第
十
二
闘
は
南
側
火
口
壁
上
に
あ
る
岩
石
で
昨
年
二
月
の
噴
火
に
噴
出
さ
れ
た
も
の
，
乙
れ
迄
は
そ
の
頂
は
五
口
人
の
身

長
よ
λ

リ
逢
か
に
高
く
手
を
差
延
べ
て
頂
に
届
か
ず
禁
登
も
頗
る
困
難
で
あ
っ
た
が
比
の
噴
火
で
約
一
米
埋
ま
ち
翁
に
頂
に

は
易
々
と
手
も
届
け
ば
禁
登
る
乙
と
も
で

3
る
様
に
な
っ
た
。
浅
間
山
頂
上
に
於
け
る
唯
一
の
噴
出
物
堆
積
の
深

sp-一不

す
目
標
で
あ
る
。
噴
火
蛍
日
の
十
一
時
三
十
分
波
法
投
手
の
撮
影
で
あ
る
。

手各


